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知
事
・
県
議
補
欠
選
挙
の

争
点
は
！ 

① 

セ
ク
ハ
ラ
問
題
で
辞
任
し

た
前
知
事
へ
の
あ
い
ま
い

な
対
応
に
メ
ス
を
入
れ
真

実
を
あ
き
ら
か
に
し
、
人

権
問
題
を
尊
重
す
る
県

政
・
県
議
会
を
め
ざ
す
の

か
。 

② 

物
価
高
で
家
計
に
苦
し
む

県
民
生
活
を
守
る
、
く
ら

し
応
援
の
県
政
を
実
現
す

る
の
か
。 

③ 

奈
良
県
な
ど
で
実
施
し
て

い
る
賃
上
げ
の
た
め
中
小

企
業
へ
の
直
接
支
援
を
本

気
で
と
り
く
む
の
か
。 

④ 

あ
や
ふ
や
な
ア
リ
ー
ナ
事

業
に
、
建
設
費
だ
け
で
も
、

県
費
を
１
５
億
円
つ
ぎ
こ

む
の
か
。 

⑤ 

危
険
な
老
朽
原
発
を
動
か

し
、
行
き
先
の
な
い
核
の

ゴ
ミ
を
ふ
や
し
続
け
る
の

か
。 

が
問
わ
れ
ま
す
。 

 

世
の
中
が
悪
く
な
っ
て
い
く

と
感
じ
、
不
安
を
募
ら
せ
て
い

る
多
く
の
み
な
さ
ん
、
税
金
の

使
い
を
変
え
れ
ば
、
学
校
給
食

の
無
償
化
・
病
院
介
護
施
設
を

支
援
す
る
県
政
に
変
革
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

く
ら
し
応
援
、
実
現
へ
の

政
策
を
掲
げ
て
い
る 

政
党
と
候
補
者
は
！ 

日
本
共
産
党
は
、
１
２

月
２
３
日
、
県
に
予
算
と

施
策
に
つ
い
て
要
望
し

て
い
ま
す
。 

・
前
知
事
の
セ
ク
ハ
ラ

問
題
調
査
は
知
事
選
の

有
権
者
の
判
断
に
活
か

せ
る
よ
う
に
公
表
を
！ 

・
福
井
ア
リ
ー
ナ
よ
り

賃
上
げ
支
援
！
学
校
給

食
無
償
化
を
！ 

・
バ
ス
路
線
へ
の
支
援

を
！ 

・
地
震
大
国
で
の
原
発

推
進
見
直
し
を 

な
ど
。
県
側
は
、
「
前
知

事
に
関
す
る
調
査
は
な

る
べ
く
早
く
結
果
を
公

表
し
た
い
が
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
観
点
も
あ

る
。
賃
上
げ
支
援
、
バ
ス

路
線
へ
の
支
援
な
ど
は

拡
充
し
て
い
る
。
中
学
校

給
食
無
償
化
も
国
に
求

め
て
い
る
。
原
発
の
安
全

対
策
な
ど
は
国
の
第
一

義
的
責
任
」
な
ど
と
回

答
。 

 

何
で
も
賛
成
の
議
会

を
変
え
る
に
は
！ 

必
要
な
共
産
党
議

員
！ 

今
回
の
知
事
辞
任
問
題

で
、
県
政
と
県
議
会
の
な

れ
あ
い
が
浮
き
ぼ
り
な

り
、
県
民
の
目
線
で
県
政

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
人
が

必
要
で
す
。
「
共
産
党
議
員

が
い
る
時
は
、
議
会
答
弁
の

書
き
直
し
を
何
度
も
指
示

さ
れ
苦
労
は
し
た
が
、
行
政

側
の
緊
張
感
の
現
れ
で
す
。

な
れ
あ
い
は
行
政
の
質
を

落
と
す
」
と
元
県
庁
職
員
も

述
べ
て
い
ま
す
。 

 

県
議
会
、
原
発
容
認
だ

け
で
良
い
の
？ 

 

老
朽
原
発
の
再
稼
働
反

対
は
、
佐
藤
さ
ん
が
議
席
を

失
っ
て
紹
介
議
員
ゼ
ロ
で

請
願
で
き
な
く
て
、
県
議
会

で
審
議
・
採
決
の
な
い
陳
情

に
。
嶺
南1

基
で
人
が
近
づ

け
な
い
事
故
に
な
れ
ば

1
5

基
全
て
で
冷
却
運
転
で
き

な
く
な
る
。
福
井
市
の
私
ら
、

助
か
っ
て
も
住
め
な
く
な

る
。
全
て
を
無
く
す
。 

 

コ
ス
ト
高
の
原
発
を 

電
気
代
で
支
援 

 

政
府
は
原
発
コ
ス
ト
を

『
安
い
』
か
ら
『
高
く
な
い
』

に
修
正
。
研
究
開
発
費
な
ど

を
税
金
で
支
援
。
更
に
、
福

島
事
故
の
後
始
末
も
送
配

電
料
金
に
転
嫁
。
高
く
な
い

の
に
支
援
。
再
処
理
工
場
も
、

も
ん
じ
ゅ
も
最
終
処
分
場

も
そ
れ
ぞ
れ
四
半
世
紀

1

兆
円
以
上
か
け
て
も
目
処

が
立
た
な
い
。
一
方
、
再
エ

ネ
は
量
産
で
世
界
で
急
速

に
安
価
に
。
で
は
自
民
党
は

な
ぜ
原
発
を
最
大
限
活
用
の
方

針
に
転
換
し
た
の
か
。 

 

政
治
献
金
を
貰
っ
て 

転
換 

 
 

福
島
原
発
事
故
翌
年
以
降
原

産
協
会
加
盟
企
業
は
自
民
党
へ

の
献
金
を
倍
増
。10

年
間
で 7

0

億
円
、
自
民
党
資
金
団
体
に
献

金
。
こ
れ
は
政
府
か
ら
の
支
援

の
環
流
で
、
賄
賂
。 

 

大
津
波
の
予
知
を 

原
子
力
ム
ラ
が
潰
し 

避
難
や
原
発
事
故
に 

 

地
震
学
会
元
会
長
の
島
崎
邦

彦
東
大
名
誉
教
授
は
、2

0
2
4

年

敦
賀
の
講
演
で
、
先
生
は
原
子

力
規
制
委
員
会
委
員
長
代
理
だ

っ
た
の
に
安
全
に
で
き
な
い
か

と
の
質
問
に
、
私
を
再
任
し
な

か
っ
た
と
答
え
た
。 

 
島
本
著
「3

.
1
1

大
津
波
の
対

策
を
邪
魔
し
た
男
た
ち
」(2

02
3

年
）
で
は
、
文
科
省
地
震
調
査
研

究
推
進
本
部
（
部
会
長
島
崎
）
は

巨
大
津
波
地
震
が
福
島
沖
な
ど

で3
0

年
以
内
に2

0
％
と2

00
2

年
に
報
告
。
そ
の
ま
ま
で
は
福

島
原
発
は
対
策
と
運
転
停
止
に

な
る
の
で
、
報
告
書
は
「
信
頼
性

が
低
い
」
と
原
発
ム
ラ
が
行
政

に
介
入
。
そ
れ
で2

01
1

年
原
発

事
故
と

2

万
人
の
津
波
死
に
繋

が
っ
た
。
人
災
だ
と
告
発
。
政
府

は
そ
の
後
も
原
子
力
ム
ラ
言
い

な
り
。
研
究
、
行
政
に
関
わ
っ
た

島
崎
さ
ん
の
無
念
を
敦
賀
で
観

た
。 

 

世
界
は
再
エ
ネ
の 

域
内
循
環 

 

世
界
で
は
地
域
に
相
応
し
い

再
エ
ネ
が
地
域
主
体
で
地
域
内

経
済
循
環
で
急
速
に
増
え
て
い

る
（
和
田
武
著
「
気
候
危
機
打
開

と
社
会
変
革 

再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー1

00
%

で
創
る
持
続
可
能

な
社
会
」
）。
坂
村
真
民
の
詩
「
あ

と
か
ら
来
る
者
の
た
め
に 

田

畑
を
耕
し 

種
を
用
意
し
て
お

く
の
だ 

山
を
川
を
海
を 

き

れ
い
に
し
て
お
く
の
だ 

、
、
、 

み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
で
き

る 

な
に
か
を
し
て
ゆ
く
の

だ
。」
島
崎
邦
彦
さ
ん
も
和
田
武

も
、
福
井
も
、
私
ら
も
「
自
分
に

で
き
る 

な
に
か
を
し
て
ゆ
く

の
だ
。」 

 

何
を
残
せ
る
か 

 

笠
木
透
の
詞
曲
「
生
き
て
い

る
鳥
た
ち
が
生
き
て
飛
び
回
る

空
を
あ
な
た
に
残
し
て
お
い
て

や
れ
る
だ
ろ
う
か
父
さ
ん
は
。
」

私
ら
は
、
温
暖
化
、
原
発
と
ゴ
ミ
、

赤
字
国
債
、
軍
拡
競
争
、
核
兵
器
、

格
差
と
停
滞
の
経
済
を
残
す
の

だ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
坂
村
真
民
の

詩
「
あ
と
か
ら
来
る
者
の
た
め

に 

田
畑
を
耕
し 

種
を
用
意

し
て
お
く
の
だ 

山
を
川
を
海

を 

き
れ
い
に
し
て
お
く
の

だ
、
、
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に

で
き
る 

な
に
か
を
し
て
ゆ
く

の
だ
。」
が
、
清
水
雅
美
曲
で
流

れ
る
。 

 

異
論
を
出
せ
る
チ
ー
ム
が

成
果 

 

人
は
集
団
で
も
間
違
う
。
だ

か
ら
安
心
し
て
異
論
を
出
せ
る

チ
ー
ム
が
成
果
を
上
げ
る
。
間

違
い
な
い
よ
ね
と
議
論
を
促
す

と
更
に
良
い
。
そ
れ
は
県
に
も

大
切
。
議
会
は
そ
の
チ
ェ
ッ
ク

が
仕
事
。
そ
れ
で
優
れ
る
の
は

佐
藤
だ
っ
た
。 

 

県
議
会
で
の
チ
ェ
ッ
ク･ 

提
案
は 

 
 

福
井
空
港
拡
張
計
画1

0
00

億

円
は
、
小
松
空
港
に
新
幹
線
で

ば
定
期
便
は
飛
ば
な
い
と
担
当

室
が
知
事
に
意
見
。
議
会
で
は

渡
辺
三
郎
と
後
継
の
佐
藤
正
雄
。

国
も
間
違
い
に
気
づ
き
撤
退
で
、

知
事
も
断
念
。 

2
0
0
4

年
福
井
豪
雨
で
は
、
国
土

問
題
研
究
会
に
調
査
と
対
策
を

政
務
調
査
費
で
、
さ
と
う
県
議

が
依
頼
。
大
学
教
授
ら

5

名
が

調
査
解
析
。
福
鉄
仮
橋
の
鋼
矢

板
で
水
位
上
昇
、
民
地
側
ブ
ロ

ッ
ク
補
強28

億
円
で
の
「
耐
越

水
堤
防
」
を
提
案
。
県
も
国
に
災

害
復
旧
工
事
で
依
頼
し
た
が
、

国
は
ダ
ム
建
設
の
見
込
め
な
い

円
山
川
な
ど
以
外
で
は
認
め
な

か
っ
た
。
国
は20

1
9

年
「
耐
越

水
堤
防
」
を
一
部
で
復
活
。 

原
発
に
は
危
険
な
ど
か
ら
反

対
し
、
再
エ
ネ
で
の
代
替
を
掲

げ
る
。 

新
幹
線
で
は
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ

ト
レ
イ
ン
の
断
念
後
は
見
直
し

を
強
く
求
め
、
し
ら
さ
ぎ

と
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
の

福
井
駅
乗
り
入
れ
も
提

案
。
広
く
賛
同
を
得
た
が

実
現
さ
れ
な
か
っ
た
。 

子
ど
も
の
医
療
費
、
小

中
学
校
給
食
の
無
償
化

な
ど
、
最
初
は
異
論
で
、

や
が
て
実
現
。 

選
挙
で
も
、
何
を
残
す

か
、
で
き
る
こ
と
を
し
て

ゆ
く
の
だ
。 

 

軍
拡
は
、
戦
争
と 

経
済
破
綻
に 

日
本
が
ミ
サ
イ
ル
軍

拡
を
進
め
る
と
相
手
も

軍
拡
の
競
争
。
台
湾
有
事

で
は
米
軍
支
援
で
参
戦
す
る
と

高
市
総
理
。
最
前
線
の
日
本
は

火
だ
る
ま
に
。
軍
拡
で
は
相
手

も
軍
拡
。
軍
拡
す
る
と
キ
ュ
ー

バ
危
機
の
よ
う
な
誤
解
で
の
核

発
射
直
前
に
も
な
る
。 

 田
中
角
栄 

と
東
南
ア
ジ
ア

の
平
和
外
交
か
ら
学
ぶ 

 

田
中
角
栄
の
よ
う
に
日
中
国

交
回
復
で
、
米
中
橋
渡
し
の
平

和
外
交
が
日
本
に
も
あ
る
。 

東
南
ア
ジ
ア
は
、1

9
7
6

年
友
好

協
力
条
約
で
、
「
分
断
と
敵
対
」

か
ら
「
平
和
と
協
力
」
へ
の
転
換
、

域
内
は
核
兵
器
の
な
い
地
帯
に

な
っ
た(

A
I

の
回
答
）
。
中
国
は

核
の
先
制
不
使
用
を
宣
言
。
オ

バ
マ
も
先
制
不
使
用
宣
言
を
検

討
し
た
が
、
日
本
の
反
対
で
実

現
し
な
か
っ
た
。 

日
本
は
、
ト
ラ
ン
プ
従
属
で

の
軍
拡
で
福
祉･

医
療
、
教
育
、

食
と
農
、
再
エ
ネ
の
カ
ッ
ト
に

赤
字
国
債
乱
発
。
失
わ
れ
た3

0

年
は
更
に
酷
く
な
る
。
布
施
祐

仁
著
「
従
属
の
代
償 

日
米
軍

事
一
体
化
の
真
実
」
を
読
ん
で

思
っ
た
。 

福井県知事選挙、福井県議会補欠選挙！！ 
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高
市
政
権
に
な
っ
て
︑本
当
に
日
本

は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
心
配
で
す
︒

政
治
資
金
問
題
は
そ
っ
ち
の
け
に
な

り
︑議
員
定
数
削
減
の
一
方
で
議
員
報

酬
を
上
げ
る
な
ん
て
︑ど
う
な
っ
て
る

の
？
国
民
の
生
活
苦
︑物
価
高
な
ん
て

考
え
て
な
い
ん
で
し
ょ
？ 

 

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
言
葉
遊
び
︒ 

政
治
資
金
や
パ
ー
テ
ィ
ー
で
﹁
ま
た

か
﹂
と
い
う
思
い
で
︑ 

ま
た
か
い
！
ち
い
さ
な
﹁
え
？
﹂ 

︵
ま
高
市
早
苗
︶
と
な
っ
て
い
ま
す
︒ 

ま
た
は
︑ 

高
い
！
ち
い
さ
な
﹁
え
？
﹂︵
物
価
で

す
ね
︶ 

 

ロ
ー
マ
字
に
す
る
とTakaichisanae

で
す
が
︑
そ
の
中
にhisan

︵
悲
惨
︶

が
入
っ
て
い
ま
す
︒
残
り
を
読
む
と

Takaicae

︵
高
い
か
え
？
︶
と
な
り
ま

す
︒ 

 

そ
れ
よ
り
な
に
よ
り
︑福
井
県
の
今

と
明
日
を
選
ぶ
選
挙
で
す
︒ 

頑
張
り
ま
し
ょ
う
︒ 

 

 
日本共産党福井県委員会 
「ショート」をタップして
ください 

夜明けホームページ 
「聞いて聴いて」 

ご意見をお聞かせください。 

 

さとう正雄さんのブログ 
https://mmasaosato.hatenablog.com/ 
前福井県議会議員 さとう正雄です。

福井県政に喝�� 

混
迷
を
深
め
る
北
陸
新
幹
線
の
大
阪
へ
の
延
伸
‼ 

ル
ー
ト
再
検
討
の
声
！ 

東
京
へ
乗
り
換
え
な
し
で
便
利
に
な
っ
た
反
面
、
大

阪
・
名
古
屋
方
面
の
敦
賀
乗
り
換
え
で
不
便
。 

特
急
の
在
来
線
直
通
で
、
観
光
客
を
呼
び
こ
ん
で
い
た

の
に
、
遠
い
地
域
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
お
山
の
大
将
で
、

福
井
中
心
の
発
想
は
通
用
し
な
い
。
嶺
南
地
域
の
要
望
は

理
解
で
き
る
が
、
京
都
の
市
街
地
を
崩
壊
さ
せ
て
ま
で
必

要
な
く
、
関
西
地
域
は
経
済
効
果
を
期
待
し
て
い
な
い
だ

ろ
う
。
再
検
討
が
望
ま
れ
る
。（
Ｆ
） 

 

「令和米騒動」のレジメを書いている中で、所
得が少ない人ほどコメの購入が多い。エンゲル
係数 28％と 43 年ぶりに高水準に、先進国で一
位です。要因として、我が国は高齢者世界一、
年金がすくない、円安等で物価が高い、賃金が
安い（失われた 30 年）。まさに「今は軍事費拡

大より生活優先」です。（K） 

自
治
体
に
働
く
会
計
年
度
任
用
職
員

(
非
正
規
職
員
）
は
、
日
給
制
で
処
遇
は

不
十
分
な
が
ら
正
規
職
員
と
同
等
な
職
務

を
行
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
こ
の
数
年

間
、
福
井
を
は
じ
め
自
治
労
連
は
全
国
的

ア
ン
ケ
ー
ト
運
動
を
展
開
し
て
、
勤
勉
手

当
支
給
、
給
与
改
定
の
四
月
遡
り
支
給
、

雇
止
め
の
廃
止
な
ど
、
国
制
度
の
転
換
を

実
現
さ
せ
た
。
よ
り
良
い
働
き
方
を
求
め

て
声
を
あ
げ
れ
ば
、
要
求
は
実
現
で
き

る
。
（
Ｈ
） 

金本幸枝さんの 
Facebook 
 

台
湾
有
事
な
ら
米
軍
支
援
で

自
衛
隊
も
参
戦
さ
せ
る
。
高
市

総
理
の
こ
の
発
言
で
日
中
は
緊

張
。
ト
ラ
ン
プ
は
中
国
と
緊
張

緩
和
な
の
に
。
ミ
サ
イ
ル
を
米

国
か
ら
爆
買
い
。
軍
事
費
増
は

国
債
増
発
と
庶
民
の
負
担
に
。

平
和
外
交
は
何
処
に
。
あ
ま
り

に
変
。（
Ｍ
） 

オール与党はだめだ！！ 
野党がいないとだめだ！！ 
やっぱりさとうさんがいないとだめだ！！ 

https://mmasaosato.hatenablog.com/

